「１２０．誤解？切り取り？　何を書いても炎上！？」
１．指導対象

　　小学校高学年・中学校・高等学校
２．教科・科目

　　ホームルーム，道徳，総合的な（探究的な）学習の時間，家庭科，社会科，情報科
３．指導意図

　小学校高学年からインターネット利用は「動画を見る」，「調べ物に使う」から，「SNS等に書き込みをする」が増えてくる。書く側が一般的な文章の作法や文法を守り，常識的な内容を投稿しても，悪意ある利用者の意図的な攻撃を防ぐことはできない。文章の一部を切り取ったりねじ曲げたり、写真も動画も切り取られて別解釈になるよう編集されてしまう。デジタルデータの利点を悪用するのである。これは，代表的な切り取り事例を元に，トラブルにまでなっていく経緯を知るための学習教材である。
　通常の学校でのSNSトラブルは情報発信側の言葉足らずや誤字脱字等の配慮不足や，受信者側の拙速な解釈や返信，またはその両方によって引き起こされる。

　この教材は悪意ある人達による攻撃（コメント欄が燃え上がるようになるので「炎上」と称する）を見ることで，「何を反論しても屁理屈で聞く耳を持たない」という例を挙げている。愉快犯の犯行に対して，できることは少ない。相手は遊んでいるつもりで言葉の暴力を振るっているからである。手口を知ることでショックを受けず，そういう集団もいるのだという事実を知り，冷静に一歩引く態度を身に付けることを目指している。
４．指導目標

　①　交流サイトで発生しがちなやり取りの問題点を知る。
　②　自分の身の回りの何気ない投稿でも悪意ある解釈があることを知る。
　③　話し合いでは解決しない問題もあることを知る。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○ネット上にはどのようなSNSあるか確認する。各自が知っている・使ったことがあるSNSについてワークシートに書く。
○メッセンジャーアプリ等で，短文ゆえの誤解やトラブルの事例を確認する。
	○正確な名称は書く必要が無く，接触度は丸をすることで回答させる。
○利用者が誰もいない場合は，いくつかの種類とおおよその特徴を説明する。
○発信者側の配慮不足や受信者側の拙速な解釈の問題点に軽く触れる。

	（2） 展開

○動画を視聴して誤解を生む表現は「情報の発信者であるフウカさん」ではなく「他の情報を見て広めた（拡散した）人」が行っていることに気づく。
○フウカさんは，どのような行動を行っていたかを考える。
○グループを作って，フウカさんの投稿を元に悪意で拡散した人（拡散者）が行っていたことをワークシートに書き出してみる。
○各班のまとめを共有する。
○時間があればネットの炎上例を検索して共有する。
	○何をどう曲解しているのか発問する。
・里親募集の会　→　ペットショップ

・何年も話し合った結果　→　安易に飼う

・これから名付け　→　名前を決めず飼う

・「飼ったらすぐ捨てる」と断言
・「何でそんなもの読みに行かなければならないのか」と根拠を見るのを拒否

・「ペンギンやキリン」などのデマも
○発信者であるフウカさんの行動には問題はない。個人情報も書かず，事実だけを書いた。
・フウカさんの反論も正しい

　冷静に飼うまでの経緯を説明

　根拠として自分のサイトを紹介
○拡散者の行っていたことを書かせる。
・面白みのある部分だけを切り取って，誤解を生むように発信した
・わざと読み違えたフリをして，元の発信者をおとしめた
・強引な解釈をして事実をねじ曲げた
○教員が読み上げるか，発表させる。
○時間がない場合は教員が例を提示する。

	（3） まとめ

○発信者と受信者だけがネットに存在するわけではないことを知り，多対多のコミュニケーションの問題点を理解する。
	○基本的な対抗策や解決策はないことを理解させ，そもそもネットに発信すべき内容とは何であるかを考えさせる。

	（4） 発展
○ネットでの情報の広まりは，どのようなプロセスで行われていくのかを考えてみる。
	○「SNSへ投稿」→「SNS内で拡散」→「ネットで広く拡散」→「まとめサイト」，場合により「マスコミ拡散」など。


６．教師の関わりと保護者の対処法，問題解決法

　観劇した，イベントに参加した，ペットを飼ったというような嬉しいことは，周りの友だちにも話し，共感を得たいと思えることである。しかし，表現が稚拙で言葉は悪いが「殴り返してこない」子ども相手には，酷い対応する悪意ある利用者が一定数いるのも事実である。そういう相手には反論は役に立たず，かえって火に油を注ぐことになる。
　また逆に，ネットで何かの記事を見て投稿する場合（発信者），その元の情報に誤りがある場合には，風評を広げたという責を問われることさえある。妥当な意見や事実であったとしても，「不謹慎」「男女差別」「国籍差別」「○○目線」といった言いがかりを付けられ，アニメの感想であっても中世の物語に現代の価値観で批判するなど，楽しく感想を書いた者を非難する事例も発生している。
　大人ができることは子どもたちの相談にのって精神の落ち着きを取り戻させたり，相手の投稿を削除したりするように行動することが大切である（ネット上で反論してはいけない）。相手を貶めることで，自分の優位性を保つ人達と対話は成り立たない。
　議論せず一歩引くことも大事ということを大人が伝えていくべきことである。
７．指導資料
　●ネットで多数の記事が検索できる
　　・品川駅「今日の仕事は，楽しみですか」という広告で炎上
　　・塾講師がテレビ番組で「低所得者は社会のお荷物」と主張したかのようにネットで発言を切り取られて炎上

　　・マスコミのテレビ報道，グラフ操作などの例
●マリーアントワネットの「パンがなければケーキを食べればいいじゃない」発言の真偽も調べると興味深い

